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選択反応動作に及ぼす掛け声の効果
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Abstract

This study investigated the effects of the voluntary shout on the selective reaction movement. In the selective

reaction movement, the prior voluntary shout helped to shorten the reaction time to about 30msec. This was

caused significant shortening the EMG reaction time by the shout, and EMD, movement time could not be

observed. This phenomenon is guessed that the excitement of the cerebrum by the shout is shortening the

information processing time in cerebral cortex.

In the selective reaction movement, it was shown that the EMG reaction time was shortened in the direction

toward from the light stimulationthan on the movement away from light stimulation. Therefore, it is suggested

that the movement to catch a ball could easily be done in comparison with the movement to avoid a ball.

研究目的

自発的な掛け声は、陸上競技の投榔 0武道 ・重量挙

げなどの各種スポーツ場面において積極的に活用され

ている。実際のスポーツ場面における掛け声の発声時

期は、投椰や重量挙げのように筋力発揮と同時に発声

する場合と、武道にみられるように相手と対峙してい

る時に発声する動作前の掛け声とがある。

前者の自発的な掛け声と筋力の関係については、掛

け声を伴った筋力発揮が最大筋力を増大させ、繰り返

し発揮された最大筋力が自発的な掛け声によって著 し

く増大することが報告されている
のつの
。後者の動作前

に掛け声については、動作前の自発的掛け声が単純反

応動作における全身反応時間に及ぼす影響が検討され、

掛け声が筋放電開始時間を短縮させることから、神経

伝導時間の短縮に寄与することが報告されている
つ
。

一方、反応時間は、単
一の刺激に対する単純反応時

間と複数の刺激に対する選択反応時間がある。実際の

スポーッでは、複数の運動課題から動作を選択する反

応動作を行う場面が多い。この選択反応動作は、条件

を複雑にするほど遅延し、刺激呈示量の増加が反応時

間の遅滞に影響を及ぼす要因であると報告されてい

る°つ。なお、スポーツ場面における反応動作には、

刺激に対して、ボールを捕らえる動作とボールや攻撃

から避ける動作とがあり、両者の選択反応時間の差違

についてはこれまでに検討されていない。

これらのことから、本研究は男子大学生を対象とし

て動作前に発する自発的な掛け声の有無が全身反応動

作の選択反応時間に及ぼす影響を検討するとともに、

光刺激と同方向への反応動作と光刺激と逆方向への反

応動作における選択反応時間にどのような差異がある

かについて明らかにしようとするものである。

研究方法

本実験は、被験者に光刺激に応じてできる限り素早く

左右方向へ跳躍する選択反応動作を行わせた。被験者

は、健常な男子学生 (年齢 :19～22歳 ・身長 :169士

15cm・体重 :62±8kg)16名 である。全身反応動作の

測定は、被験者にフォースプレート上で両上肢を下垂さ

せ、膝関節を約 50度屈曲した立位準備姿勢をとらせた。

刺激方法は、被験者の前方 2mの 位置にXenon Lamp

を左右に2個 (間隔 30cm)設 置した。なお選択反応動

作は、①光刺激と同方向への反応動作 (条件①)、②光

刺激と逆方向への反応動作 (条件②)の 2条件とした。

また、各条件における 「掛け声有りの試行」は、被

験者に験者の 「用意」の合図の後掛け声 (約 2秒 間)

を発声させ、その2～5秒 後のランダムに呈示される光
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